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入出力装置には

いろいろなものがある

教師：�パソコンでレポートなどを作成するとき、使用者とコン

ピュータの接点は、入力と出力だよね。

学生：データ入力はキーボード、出力はディスプレイです。

教師：�キーボードでデータを入力するとき、何か困ったことは

ない？

学生：慣れるまでは、文字の位置を探すのに苦労したけど、慣れれば、特に

不便は感じません。

教師：レポートの文章を入力するときは特に問題ないけど、もし、コンビニ

でレジ係がお客さんの購入商品のデータをキーボードで入力すると

したらどうなるかな。

学生：たくさん商品を買ったら、入力に時間がかかって待ち時間が長くなり

そうですね。

教師：キーボードは、コンビニには向かないよね。だからコンビニでは、

入力に時間がかからない別のタイプの入力装置を使っているんだ。

データ処理の内容によって、実はいろいろな入力装置、　　

出力装置があるんだ。

1　 コンピュータへのデータ入力の各種形態とそれぞれに対応する入力装置
について理解する。

2　コンピュータからのデータ出力の各種形態とそれぞれに対応する出力装
置について理解する。

第 2 章
　　　　

この章で学ぶこと

1.3　ハードウェアの構成と機能

7

　たとえば、Word のアイコンをクリックすれば、Word のソフトウェアが実行され、文書

の作成が可能になります 15 。タブレット PC やスマホでも同じ仕組みが採用されています。

1.3　ハードウェアの構成と機能

1.3.1　ハードウェアの基本的機能

　ハードウェアは、基本的にデータの入力、記憶、制御、演算、出力の 5 つの機能を行います。

これらの 5 つの機能は、データ処理のための本質的な機能です。

図1.6　人間とコンピュータによるデータ処理

　データ処理の方法は、人間もコンピュータも基本的には同じです。人間は、データ入力を

目や耳で、記憶、判断を頭脳で、結果を言葉や文書で出力します。コンピュータでは、入力

装置は人間の目や耳に相当し、プロセッサは人間の頭脳に該当します。出力装置は人間の口

や手に相当します。

　データ処理のもとになる入力データは、入力装置によってコンピュータ内部に読み込まれ、

プロセッサの主メモリ内に記憶されます。それらのデータをどう処理するかは、ソフトウェ

アによって指示され、その処理手順にそってデータの制御、演算が行われます。データの記

憶、制御、演算機能は、プロセッサによって行われます。処理結果の出力は、出力装置を使

用します（図 1.6）。

15　�アイコンをクリックすると、それに対応したソフトウェアが補助記憶装置から主メモリにロードされ、
実行します。

入力装置 出力装置プロセッサ

15.2　総合演習
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15.2　総合演習
 問題 1 　（令和 3 年　問 57） 227

　CPU、主記憶、HDD などのコンピュータを構成する要素を 1 枚の基板上に実装し、複数

枚の基板をラック内部に搭載するなどの形態がある、省スペース化を実現しているサーバを

何と呼ぶか。

ア　DNS サーバ　　　　　イ　FTP サーバ　　　

ウ　Web サーバ　　　　　エ　ブレードサーバ

 問題 2 　（令和 4 年　問 94） 228

　インクジェットプリンタの印字方式を説明したものはどれか。

ア　インクの微細な粒子を用紙に直接吹き付けて印字する。

イ　インクリボンを印字用のワイヤなどで用紙に打ち付けて印字する。

ウ　熱で溶けるインクを印字ヘッドで加熱して用紙に印字する。

エ　レーザ光によって感光体にトナーを付着させて用紙に印字する。

　

 問題 3 　（令和 3 年　問 64） 229

　CPU 内部にある高速小容量の記憶回路であり、演算や制御に関わるデータを一時的に記

憶するのに用いられるものはどれか。

ア　GPU　　　　　イ　SSD　　　　　ウ　主記憶　　　　エ　レジスタ

 問題 4 　（令和 3 年　問 66）230 
　RGB の各色の階調を、それぞれ 3 桁の 2 進数で表す場合、混色によって表すことができ

る色は何通りか。

ア　8　　　　　　 イ　24　　　　　  ウ　256　　　　    エ　512

 問題 5 　（令和 3 年　問 90） 231

　CPU のクロックに関する説明のうち、適切なものはどれか。

227　第 2章　1.3.3　参照
228　第 2章　2.3.2-(1)-(a)　参照
229　第 3章　3.2.1-(3)　参照
230　第 5章　5.4.1-(1)　参照
231　第 6章　6.1.2-(1)　参照　
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